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結句有情
-ワイアットからシェイクスピアへ-

ェマスンの『自然論』

桜井正一郎

尾形敏彦

シェイクスピア劇とローマ史の人物像(Ⅱ)……・=……………木村輝平

-プルタルコスを中心に-

『ジュリアス・シーザー』論(その二)

京都大学教養部英語教室
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☆
『
英
文
学
評
論
』
第
三
十
八
集
を
お
と
ど
け
す
る
。
九
月
末
に
原
稿

が
出
そ
ろ
っ
て
か
ら
、
十
月
末
に
印
刷
に
ま
わ
す
ま
で
の
、
ほ
ぼ
一
カ
月

の
あ
い
だ
近
年
ま
れ
な
晴
天
が
続
き
、
そ
の
常
な
ら
ぬ
秋
日
和
に
、
「
美

し
い
日
和
は
あ
と
幾
日
つ
づ
く
だ
ろ
う
、
夏
の
終
り
、
目
の
お
わ
り
」

と
い
う
詩
行
を
、
夏
な
ら
ぬ
こ
の
秋
に
ひ
き
よ
せ
て
、
互
い
に
交
錯
す
る

複
雑
な
意
味
で
、
思
い
出
さ
ず
に
は
お
れ
な
い
日
々
で
あ
っ
た
。

☆
教
室
談
話
会
は
、
五
月
十
二
日
に
、
安
藤
氏
の
「
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学

に
お
け
る
応
用
言
語
学
研
究
の
現
状
」
と
い
う
談
話
を
め
ぐ
り
、
ま
た
、

十
二
月
一
目
に
は
、
セ
ル
氏
の
∑
C
O
m
m
u
n
i
c
a
t
i
O
n
a
n
d
L
i
n
g
u
i
s
t
i
c

M
e
a
n
i
n
g
‥
t
W
O
i
s
s
u
e
s
。
と
い
う
談
話
を
め
ぐ
っ
て
、
お
こ
な
わ
れ
た
。

☆
十
月
一
日
付
で
薮
下
卓
郎
助
教
授
を
神
戸
大
学
か
ら
当
教
室
に
迎
え

た
。
な
お
、
本
誌
第
三
十
五
集
所
収
の
長
谷
川
年
光
氏
の
論
文
「
フ
ェ
ノ

ロ
サ
=
パ
ウ
ン
ド
に
よ
る
謡
曲
『
鏑
木
』
の
英
訳
を
め
ぐ
っ
て
」
が
京
大

英
文
学
全
の
第
五
回
ア
ル
ビ
オ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。
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